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旧 制 定 平 成 ６年 １ ０ 月 ２６ 日

制 定 平 成 １ ７年 ４ 月 １ 日

改 定 平 成 ３ １年 ４ 月 １ 日

太 陽 電 池 電 源 装 置 標 準 仕 様 書 (テ レ メ ー タ 用 )

１． 概 要

１ － １ 本 仕 様 書 は、 国 電 通仕 第 ２ １ 号（ 平 成 １ ３年 １ 月 ６ 日） に 制 定さ れ て

いる テ レ メ ータ 観 測 局等 で 使 用 する 太 陽 電 池電 源 装 置 （以 下 「 本装 置 」 と

いう 。 ） に 適用 す る 。

１ － ２ 本 装 置 は 、結 晶 系 太陽 電 池 で 構成 さ れ る もの と す る 。

１ － ３ 本 装 置 は 、関 係 法 令等 の 規 定 に適 合 す る もの で あ る こと 。

１ － ４ 本 仕 様 書 に明 記 さ れて い な い 事項 そ の 他 必要 な 事 項 につ い て は、 特 記 仕

様書 で 規 定 する 。

１ － ５ 本 装 置 の 要目 は 、 次の と お り とす る 。

な お 、 太 陽電 池 部 の最 大 出 力 （Ｐ ｍ ［ Ｗ ］） は 特 記 仕様 書 で 指定 す る 。

項 目 規 格 摘 要

形 式 Ｋ Ｔ Ｄ－ １ ２ － Ｂ１ ０ ０

太 陽 最 大出 力 動 作 電圧 １６ ． ２ ［ Ｖ］ 以 上

電 池

部 最 大出 力 Ｐ ｍ ［ Ｗ］

配 電 出 力動 作 範 囲 10.8～ 16.2［ Ｖ］

盤 許 容最 大 電 流 １ ０ ［ Ａ］

蓄 電 形 式 ｼｰﾙ 型 据 置 鉛 蓄電 池 （ 陰 極吸 収 式 MSE 型 ）

池 公 称容 量 １ ０ ０ [Ah]

注 １ ） 最大 出 力 は Pm[W] ＝ PL[W] × 24[h] × Ns［ 個］ × 算 出 係数 [1/h] と す る 。

注 ２ ） PL[W] は テ レメ ー タ 毎時 平 均 負 荷電 力 [W] とす る 。

注 ３ ） Ns［ 個 ］ は 太陽 電 池 モジ ュ ー ル の直 列 数 と する 。

注 ４ ） 算出 係 数 は 次の も の によ り 構 成 され て い る 。

（ａ ） 温 度 に対 す る 補正 係 数

（ｂ ） 受 光 面の 表 面 損失 や 経 年 劣化 に よ る 出力 低 下 補 正係 数

（ｃ ） 蓄 電 池の 充 放 電効 率

（ｄ ） 直 流 回路 損 失 に伴 う 効 率

（ｅ ） 太 陽 電池 ア レ イ動 作 点 最 大出 力 点 の ずれ に 対 す る補 正 係 数

（ｆ ） 年 ご との 日 射 量の 変 動 に 対す る 補 正 係数
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（ｇ ） 高 度 補正 係 数

（ｈ ） 地 形 や周 囲 環 境に 対 す る 補正 係 数

（ｉ ） 設 置 場所 付 近 の日 射 量 平 年値

注 ５ ） 太陽 電 池 の 高出 力 時 の蓄 電 池 保 護の 目 的 で 過充 電 防 止 回路 を 持 たせ る こ と 。

注 ６ ） 蓄電 池 は ６ セル と す る。

２． 構 成

本 装 置 は、 太 陽 電 池部 、 配 電盤 及 び 蓄 電池 の 各 機 器で 構 成 す る。

３． 外 囲 条 件

本 装 置 の、 屋 外 設 置機 器 は 、周 囲 温 度 －２ ０ ℃ ～ ＋４ ０ ℃ 、 屋内 設 置 機器 は 、 周 囲

温 度 － １ ０℃ ～ ＋ ４ ０℃ 、 相 対湿 度 ９ ５ ％以 下 で 使 用す る 。

但 し 、 屋外 設 置 機 器は 太 陽 電池 部 、 屋 内設 置 機 器 は配 電 盤 及 び蓄 電 池 とす る 。

４． 構 造

４ － １ 太 陽 電 池 モジ ュ ー ルは 、 耐 候 性の あ る パ ッケ ー ジ に 収容 し た 構造 と す る 。

４ － ２ 太 陽 電 池 部受 光 角 度は ５ ０ 度 を標 準 と す る。

４ － ３ 太 陽 電 池 部に は 鳥 よけ 棒 を 取 り付 け る こ と。

４ － ４ 配 電 盤 は 、鋼 板 製 の壁 掛 形 と し、 前 面 片 開き 形 防 湿 構造 と す る。

４ － ５ 蓄 電 池 は 、露 出 据 置と す る 。 蓄電 池 を 収 納す る 場 合 は必 要 に 応じ 特 記 仕

様書 で 指 定 する 。

４ － ６ 太 陽 電 池 部及 び 配 電盤 に は 接 地端 子 を 設 ける こ と 。

４ － ７ 配 電 盤 に は、 入 力 端子 の 線 間 及び 大 地 間 に、 外 来 サ ージ か ら 装置 を 保 護

する 、 サ ー ジア ブ ソ ーバ を 挿 入 する こ と 。

４ － ８ 配 電 盤 に は、 品 名 、型 名 、 製 造番 号 、 製 造年 月 及 び 製造 者 名 等を 記 入 し

た銘 板 を 見 やす い 箇 所に 取 り 付 ける こ と 。

４ － ９ 配 電 盤 の 主要 部 品 には 回 路 図 と対 照 で き る部 品 番 号 また は 記 号を 明 示 す

るこ と 。

４ － 10 配 電 盤 の 塗装 は 防 錆処 理 後 焼 付塗 装 と し 、内 外 面 の 塗装 は マ ンセ ル 記 号

５Ｙ ７ ／ １ 半つ や 、 太陽 電 池 取 付架 台 は 溶 融亜 鉛 メ ッ キ処 理 を 標準 と す る 。
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５． 各 機 器 の機 能 及 び 電気 的 特 性

５ － １ 太 陽 電 池 部

太 陽 電 池 部は １ － ５項 を 満 足 する こ と 。

５ － ２ 配 電 盤

５ － ２－ １ 配 電盤 は 過 充電 防 止 回 路付 き と す る。

５ － ２－ ２ 配 電盤 の 計 器は 、 Ｊ Ｉ ＳＣ － １ １ ０２ 及 び １ １０ ３ に よる ２ ． ５

級 以 上と し 、 次の 測 定 が 行え る こ と 。

測 定項 目 計 器 測 定 レ ン ジ 摘 要

太 陽 電 池出 力 電 流 ０～ ５ Ａ 以上

手 動 切 替

太 陽 電 池出 力 電 圧 ０～ 30Ｖ 以上

直 流 電 圧電 流 計

蓄 電 池 電圧 ０～ 15Ｖ 以上

負 荷 電 流 ０～ 100mA以上 ﾄｸﾞﾙｽｲｯﾁ で 測 定

６． そ の 他

６ － １ 各 電 気 回 路相 互 間 及び 電 気 回 路と 外 箱 の 絶縁 抵 抗 は 、直 流 ５ ００ Ｖ で 測

定し て １ Ｍ Ω以 上 と する 。

６ － ２ 絶 縁 抵 抗 試験 後 、 次の 表 に 示 す試 験 箇 所 に直 流 ５ ０ ０Ｖ を １ 分間 加 え て

も異 常 の な いこ と 。 ただ し 、 半 導体 等 の 耐 電圧 値 が 同 表値 と 異 なる 場 合 は

これ ら を 試 験回 路 か ら切 り 離 し て試 験 を 行 うこ と 。

試 験 箇 所 試 験 電 圧

太 陽 電 池回 路 と 外箱

蓄 電 池 回 路 と 外 箱 直 流５ ０ ０ Ｖ

負 荷 回 路 と 外 箱

７． 添 付 品

本 装 置 には 、 次 の もの を 添 付す る こ と 。

（ １ ）取 扱 説 明 書 ３部

（ ２ ）試 験 成 績 書 ３部
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付 図 太 陽 電 池電 源 装 置 回路 図 （ 参考 ）
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